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論文の概要及び判定理由 
本論文では、センサやアクチュエータなどの動的設計のための基礎資料を得ることを目的として、

薄肉の円環板および円形境界を含む薄肉構造の非線形振動に関する研究をまとめた。特に、カオス

振動における振動モードとその寄与率の時間変化について詳細に分析した。 

円環板では、たわみ方向の境界条件として外周自由・内周固定と外周固定・内周自由を考えた。

外周自由と内周固定の円環板で発生するカオス振動では、実験と解析により複数の振動モードの寄

与率の順番が不規則に入れ替わる複雑な応答を示した。外周固定と内周自由の円環板の実験で発生

したカオス振動では、内部共振条件を満たす二つの振動モードで寄与率のやり取りが確認された。

それぞれの円環板のカオス振動で周方向へ変動する振動モードの存在を確認した。円形境界を含む

薄肉構造として、軸引張力を受けるはりと円板を組み合わせた結合要素の非線形振動実験を行った。

結合要素のカオス振動では最低次曲げ振動モードとねじり振動モードが顕著に寄与する。寄与率は

時間とともに不規則に変動し、三つの特徴的な時間帯として、最低次曲げ振動モードが顕著に寄与

する時間帯、ねじり振動モードの寄与率が最低次曲げ振動モードより大きくなる時間帯、ならびに

最低次曲げ振動モードとねじり振動モードの寄与率の順番が不規則に入れ替わる時間帯が存在す

る。 

これらの成果は、センサやアクチュエータに発生する振動挙動の予測や動的設計の実現に寄与す

ると考えられ、博士（工学）の学位に値すると判定した。 
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